
 

 

パルシステム千葉コミュニティ活動助成基金 事務局宛て 

２０２４年度パルシステム千葉コミュニティ活動助成基金 

提出書類チェックリスト 

団体名  

申請担当者  

 

提出書類一覧 
申請団体 

確認欄 

提出できない場合 

理由をご記入ください。 

事務局 

使用欄 

  (1)提出書類チェックリスト（本用紙） 

団体名、申請担当者を記入 

   

(2)パルシステム千葉コミュニティ活動助成基金 

申請書(様式 1) 

   

(3)誓約書(様式 2) 

 

   

(4)見積書等 ※器具・機材購入に限る 

1品目 10万円以上になる場合は、2社以上

の見積書を提出。 

   

(5)前年度の活動計算書(損益計算書) 

  上記以外の決算書類は不要 

   

(6)当年度の予算書 

  (5)に同じ 

   

(7)活動内容のわかる資料 例)団体紹介パンフ 

レット・過去の事業の資料など 

   

 

（5）、（6）、（7）がない新規立ち上げの団体は、以下の資料を提出ください。 

 

(8)呼びかけ人(立ち上げの人)一覧(別紙 1) 

特定非営利活動法人を立上げ場合は 10人 

   

(9)定款(会則・規約など団体の理念、目的、実

施事業、運営体制等がわかるもの) 

   

(10)立ち上げまでのスケジュール 

  団体の書式に合わせて提出ください 

   

 

※正当な理由なく､提出書類の不足または 

不備があった場合、申請を受理できない 

場合がございます。 

 あらかじめご了承ください。 

 

※ご質問につきましては、申請期日の前に 

事務局まで直接お問合せください。 

■お問い合わせ・送付先 

生活協同組合パルシステム千葉  

組合員・産直・コミュニティ活動推進部  

（担当：藤井・丸岡）  

Mail: palchiba-jyoseikikin@pal.or.jp  

TEL :047-420-2605  
 

  

○等をつけ、書類が揃っ

ているか確認ください。 

不要な場合は 

未記入で構いません。 



 

 

 

受付番号  受付年月日  

 

パルシステム千葉コミュニティ活動助成基金 申請書 

           年  月  日 

Ⅰ 団体情報 

フリガナ 

団体名 

 

 

フリガナ 

代表者氏名 

 

 

所在地 

〒   － 

 

 

TEL1   （     ）    TEL2   （     ）     

E-mail  

URL http:// 

フリガナ 

担当者名 

 

 

任意団体としての活動開始 西暦     年    月 

法人格 有 ・ 無 法人設立（認証日） 西暦     年    月 

会員数    名 活動地域  

活動に主に携わる人員 有給（パートタイマーを含む）    名／無給    名 

ボランティアの受け入れについて該当する内容をクリックし☑を付けて下さい 

□：受け入れている 週平均   人      □：受け入れていない 

団体活動分野 団体の活動分野を〇等で囲み、そのうち最も該当するもの１つに◎等を付けて下さい 

１ 保健・医療・福祉増進  ２ 社会教育推進  ３ まちづくり推進  ４ 観光の振興 

５ 農山漁村又は中山間地域の振興  ６ 学術・文化・芸術・スポーツ振興  ７ 環境保全 

８ 災害救援  ９ 地域安全  10人権擁護・平和推進  11 国際協力 12 男女共同参画社会促進 

13 子どもの健全育成  14情報化社会発展  15科学技術振興  16経済活動活性化 

17 職業能力開発・雇用機会拡充支援  18 消費者保護  19 市民活動・NPO支援 

20 条例で定める活動  21 その他（                              ） 

本助成基金(旧 NPO 助成基金を含め)より助成を受けた回数を教

えて下さい。現在助成を受けている場合も 1回と数えます。 
０回 ・ １回 ・ ２回 

本助成基金(旧 NPO 助成基金を含め)より助成を受けたことがあ

る(現在受けている)場合、前回の事業との関連性はありますか。 

該当する内容のクリックし☑を付けて下さい。 

□：同一内容の事業を行うため申請 

□：拡充するため申請 

□：直接関係はない 

 

 

 

 

様式 1 



 

 

 

Ⅱ.助成金申請事業 

１．本助成金による事業名 (簡潔に記載ください) 

 

 

２. 本助成金に関する事業分野 （最も該当するもの１つをクリックし☑を付けて下さい） 

☐保健・医療・福祉増進  ☐社会教育推進  ☐まちづくり推進  ☐観光の振興 

☐農山漁村又は中山間地域の振興  ☐学術・文化・芸術・スポーツ振興  ☐環境保全 

☐災害救援  ☐地域安全  ☐人権擁護・平和推進  ☐国際協力 ☐男女共同参画社会促進 

☐ 子どもの健全育成  ☐情報化社会発展  ☐科学技術振興  ☐経済活動活性化 

☐職業能力開発・雇用機会拡充支援  ☐消費者保護  ☐市民活動・NPO支援 

☐条例で定める活動  ☐その他（                              ） 

 

３．希望する助成金額 （上限：一般 30万円、新規立ち上げ 50万円） 

 

助成申請額             円 

 

該当するものを○等で囲んでください。 

    一 般      新規立ち上げ 

 

４．申請目的 

１）今回、助成申請する活動の対象地域はどこですか？ 

 

2）どのような課題に取り組みますか？（地域特性や社会状況など、その課題の背景も） 

 

 

 

 

 

 

 

3）上記課題の解決に向けて、申請事業では何をめざしますか？（事業目的、ありたい姿） 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本助成基金における「新規立ち上げ団体」とは次のいずれかです。 

１）2023年度内に特定非営利活動法人の認証申請を行う団体 

２）2019年４月 1日以降に認証された特定非営利活動法人 

対象地域等の特徴や様子、その中で何が問題になっていると考えているかを書いてください。 

例 1)全国的に少子高齢化が進むなかでも、とりわけこの地区は高齢者だけで暮らす世帯が大半で、

日常生活に必要な物資の買い物や医療機関への通院にさえ苦労が耐えない。 

例 2)内部障害や難病など、本当はサポートを必要としているにもかかわらず、見た目ではわかりにく

いために怠けているなど誤解や偏見に悩んだり、さらにメンタルを傷めてしまうケースまである。 

現在の状態から、どのような状態に変えていきたいか書いてください。 

例 1)ちょっとした手伝いや送迎などを住民ボランティアで助けあうしくみをつくって、少しでも長く、 

   この地区で安心して暮らせるようにしたい。 

例 2)見た目ではわかりにくい内部障がいや難病などを抱えた人が、気軽にサポートを受けられる 

社会にしたい。 



 

 

５．事業概要（課題解決のために、本助成金を活用して実施したい事業や活動を簡潔に記載ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．成果目標：申請事業によって生み出される「成果」には、どのようなものがありますか？ 

  （事業の評価指標となるような成果目標を、なるべく具体的・定量的に記載ください）  

 

 

 

 

 

 

 

 

７．将来展望：本事業による成果を踏まえ、今後どのような事業や活動を展開していきたいですか？ 

 

 

 

 

 

 

８．実施体制 

１）申請事業の中心となる人と役割 

氏 名 職業・活動歴・資格など 活動・事業における役割 

   

   

   

   

   

 

現状を変えるために、何に対してどのような方法で取り組んでいくのかを書いてください。 

例 1)住民有志に呼びかけ、この地区の抱える問題を可視化するためのワークショップを開催する。 

   そのなかで、自分たちでもできそうなことを抽出し、ボランティア団体を立ち上げる。 

     ・この町の５年後を考える住民ワークショップ ３箇所（●●、●●、●●） 

     ・できることを考える住民ワークショップ   ２～３回 

   すでに同様の活動をしている団体を見学したり、アドバイスをいただきながら、サービス提供 

   のしくみを検討する。 

     ・ヨソの町を見てみよう！ 視察研修 ３箇所（●●、●●、●●） 

   自治会や地区社協などと連携し、より多くの住民に参加してもらえるように情報発信をする。 

     ・広報として・・・・・・ 

例 2)まず、見た目ではわかりにくい内部障害や難病があること、困っている人がいることを広く 

   知ってもらうために、講演会や学習会、当事者を囲んだ座談会などの啓発活動を行う。 

     ・●●講演会 ・・・・・・ 

   それと並行して、どのような状況で、どういったサポートが適切なのか、いくつかの典型的な 

   ケースを選んで実践的な講座を開催する。 

     ・●●が伝わるコミュニケーション講座・・・・・・ 

事業や活動を遂行するうえで目標とするものや、取り組んだ結果として残したい効果などを書いてく

ださい。 

例）参加者数  会員や協力者の増加 

 広報：配布数、掲示数、Webサイト等への訪問数、問合せ件数、寄附金の増加 

 サービス提供数の増加、対象となるエリアの拡大、活動メニューの増加 

 アンケートやヒアリングより抽出（認知率、好感度、実施前後の変化など） 

助成事業の成果を踏まえて今後の抱負を書いてください。 



 

 

２）申請事業に協力してくれる団体･個人(専門家･有識者など) 

団 体・個 人 名 協力内容や専門分野など 

  

  

  

  

  

 

９．事業計画・経費 

事業 

計画 

時 期 実施内容 

 

 

経費 

摘 要 単価・数量など 金額(円) 
内助成金

(円) 

    

    

    

  
 

 

    

    

    

    

（ 合 計 ）   

収入 

見込 

 

   

 

当該事業に関係する他の助成金 使途（本助成金との違い） 金 額(円) 

□助成中 

□申請中 

□申請予定 

名称 

  

左の金額の内、 

本助成金を充て

る金額を記入 

申請事業にかかる経費 



 

 

 

 

誓 約 書 
 

 

パルシステム千葉コミュニティ活動助成基金 運営委員会 御中 

 

 

 

私たちは、パルシステム千葉コミュニティ活動助成基金の要項に則して申請することを誓います。 

 

 

 

       年   月   日 

 

 

 

住所                   

 

 

 団体名                  

 

 

代表者名                 

 

  

様式 2 



 

 

 

呼びかけ人（立ち上げ人）一覧 

 

新規立ち上げ団体で、提出書類の（6）前年度の活動計算書(決算書)と今年度予算計画書、（7）団体紹

介・過去の事業の資料など、活動内容のわかる資料がない団体のみ、ご提出ください。 

 

 氏名 住所 TEL 活動暦など 

1   

 

（    ） 

 

 

2   

 

（    ） 

 

 

3   

 

（    ） 

 

 

4   

 

（    ） 

 

 

5   

 

（    ） 

 

 

6   

 

（    ） 

 

 

7   

 

（    ） 

 

 

8   

 

（    ） 

 

 

9   

 

（    ） 

 

 

10   

 

（    ） 

 

 

 

別紙 1 


